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	2026
	考えることを楽しみ、自分の思いを伝えられる児童生徒の育成

	飛翔
	『湧別から広がる未来へ』
	Vol.５
	Sec 1
	名作「さようならドラえもん」が教えてくれること
	Sec 2

	誰もが通った「初めて一人で立った」あの日の記憶

	Sec 3

	ハラハラしながらも見守る、大人のあたたかな時間
	　子どもが必死になって勇気を振り絞り、壁に立ち向かっている姿を目にするとき、大人としてどう関わるべきか悩むことも少なくありません。
	　目の前で子どもが苦しんでいたり、つまずいて涙を流していたりすると、ついつい手を差し伸べて助けてあげたくなるのが親心であり、私たち教職員の素直な気持ちでもあります。マラソン練習で息を切らして挫けそうになっている姿を見れば「無理しなくていいよ」と言ってあげたくなりますし、学園祭の準備で意見が衝突して困っている姿を見れば、すぐに解決策を教えてあげたくなります。
	　すぐに手を差し伸べてしまえば、その場はスムーズに解決するかもしれません。けれど、
	自分で考え、自分で痛みを引き受けて乗り越えた経験こそが、子どもの心に太く強い根を
	張ります。ハラハラと胸を痛めながらも「大丈夫、あなたならできる」と温かい視線を送り
	続ける時間。それこそが、子どもにとっても大人にとっても、尊く愛おしい成長のステップ
	なのだと感じます。
	Sec 4

	小さな挑戦を、ともに喜び合える存在として
	　子どもたちの成長の道筋は、決してきれいな一直線ではありません。順調に進む日もあれば、立ち止まり、時には後ろに引き返したくなるような日もあります。
	　だからこそ、学校とご家庭がしっかりと手を取り合い、子どもたちの試行錯誤のプロセスを一番近くで支える「伴走者」でありたいと考えております。大切なのは、マラソン大会で何位になったか、学園祭の発表が完璧にできたかという「結果」だけではありません。途中で挫けそうになりながらも自分に打ち勝とうとしたこと、友達と意見をぶ　　　　　
	　　　　　　　　　　　　つけ合いながら最後まで自分の役割を果たそうとしたこと――その目に見えにくい「心の
	　　　　　　　　　　　　挑戦」にこそ、たくさんの拍手を送りたいものです。
	　　　　　　　　　　　　　「最後まで一人で走り切ったね」「自分たちの力でここまで創り上げたんだね」と、ご
	　　　　　　　　　　　　家庭と学校で温かい言葉を掛け合い、子どもたちが自分の足で一歩を踏み出す瞬間をとも
	　　　　　　　　　　　　に喜び合っていきましょう。子どもたちがこれから迎える秋の挑戦を通して、またひとつ
	　　　　　　　　　　　　心も体もたくましく成長していけるよう、皆様とともにあたたかく見守り、応援してまい
	　　　　　　　　　　　　りたいと思います。
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